
平成 29 年 8 月 18 日 

 

「西日本シティ銀行アプリ」のバージョンアップ（Ver5.0）について 
～ 見る・貯める・払う・知るなど複数の FinTech サービスを統合したアプリへ ～ 

 

当社の子会社である西日本シティ銀行（頭取 谷川 浩道）は、本日、「『西日本シティ銀行アプリ』

のバージョンアップ（Ver5.0）について」を公表しましたので、お知らせします。 

詳細は、別紙をご参照ください。 

以 上 
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平成 29 年 8 月 18 日 

 

「西日本シティ銀行アプリ」のバージョンアップ（Ver5.0）について 
～ 見る・貯める・払う・知るなど複数の FinTech サービスを統合したアプリへ ～ 

 

西日本シティ銀行（頭取 谷川 浩道）は、“いつでも、どこでも、そしてもっと簡単・便利なデジ

タルチャネルへ”をコンセプトとして、平成 27 年 3 月よりサービスを開始し、お客さまからご好評

をいただいております「西日本シティ銀行アプリ」（7 月末現在：28 万ダウンロード）をバージョン

アップしましたので、お知らせします。 

今回のバージョンアップでは、株式会社 NTT データ（社長 岩本 敏男）が開発した次世代アプリ

「My Pallete」※1を採用することにより、“お金の過去から現在”をグラフやタイムラインで直感的

に把握することができる PFM※2サービスを搭載しました。 

当行は、今後も引き続き、地域の皆さまに選ばれる銀行を目指し、「お客さま目線」でのサービス

向上に取り組んでまいります。 

 

記 

１．実施日           平成 29 年 8 月 18 日（金） 

２．バージョンアップの概要 

（1） トップ画面をリニューアル！ 

お客さまが、毎日利用しても飽きることなく、“永く使い続けていただく”ことができ

るよう、UX、UI トレンド※3を踏まえた設計を踏襲しつつ、アプリトップ画面については

黄金比・白銀比※4を取り入れたデザインにリニューアルしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見る 
（収支管理） 

貯める 
（目的預金） 

払う 
（請求書払い） 

知る 
（口座情報通知） 

使う 
（ﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ）

借りる 
（WEB 申込） 

調べる 
（WEB 検索） 

：NTT データ「My Pallete」の機能、「貯める（目的預金）機能」は平成 29 年度下期予定 

：当行独自機能 
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（2） 「残高・明細」画面の利便性・視認性も改善！ 

「残高・明細」画面は、銀行からの各種お知らせ（プッシュ通知）と入出金を時系列に

表示する「タイムライン表示」や入出金・残高推移の「グラフ表示」機能を搭載すること

で、直感的に取引の流れと収支を把握することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

また、入出金明細に「メモ登録」と「条件検索」機能を追加することにより、きめ細か

な情報管理もできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

営業企画部 幸野・松尾 TEL 092-476-2257 

≪口座一覧画面≫ ≪タイムライン表示≫ 

ス
ワ
イ
プ
（
ス
ラ
イ
ド
）

≪グラフ表示（収支管理）≫

入出金

グラフ

ス
ワ
イ
プ
（
ス
ラ
イ
ド
）

残高推移

グラフ 

プッシュ通知 

入出金計（日次）

≪「メモ登録」画面≫ ≪「条件検索」画面≫ 

明細毎に、100 文字以内

でメモ登録が可能 

「日付」での 

検索が可能 

「メモ」での 

検索が可能 
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【参考】次回バージョンアップについて（平成 29 年度下期） 

・「貯める（目的預金）」… アプリ利用者へ資産を貯める楽しさや達成感等の体験を提供し

て継続的な預金をサポートする機能。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・「払う（請求書払い）」… 「ペイジー払込票」※5 をスマートフォンのカメラで読み取り、

アプリに登録した口座から簡単な支払いを実現する機能。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※1）収支管理（見る）・目的預金（貯める）・請求書払い（払う）・口座情報通知（知る）などの複数の

FinTech サービスを統合した日本初のアプリ。「My Pallete」は株式会社 NTT データの登録商標。 
※2）「Personal Financial Management」の略で、口座情報から収入・支出データを自動集計するいわ

ゆる「家計簿サービス」の一機能。 
※3）「User Experience」、「User Interface」の略で、お客さまがアプリを通して得る体験、満足等を意

識した画面の視認性、操作性全般。画面遷移は「スワイプ操作」、登録操作は「親指１本」を基本と

して設計。 
※4）黄金比（1：1.618）は古代ギリシャ以来「神の比」と呼ばれ、“安定的”で“美しい”比率。白銀

比（1：1.414）は「大和比」とも呼ばれ、日本の建築や彫刻など多く用いられてきた“親しみやすい”

比率で、今回、主にアプリトップ画面の設計に採用。 
※5）ペイジーは、日本マルチペイメントネットワーク運営機能が運営する各種料金を「いつでも、どこ

でも、カンタン、安心」に支払うことができるサービスです。ペイジー払込票とは、ペイジーマーク

のついた払込票で、正式名称はマルチペイメントネットワーク標準帳票です。 

≪例：ハワイ旅行預金≫ ≪目標達成表示≫ ≪目的別預金一覧≫ 

≪支払画面≫ ≪ペイジー請求書≫ 


